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　The 　 alnounts 　of　five　isofiavonoids（1−V ） and 　 astragalosides 　I−IV　 contained 　hl　Astragali　Radix
were 　assayed 　by　HPLC ．　 The 　quality　of　Astragali　Radix 　was 　chemically 　evaluated 　by　the　amounts

of　five　isoflavonoids，　four　 astragalosides 　and γ
．arninobutyric 　 acid （GABA ）contained ，　the　 molar

ratio 　of　L．canavanine 　to　L．arginine （CANA ！Arg ），　 and 　by　the　microscopic 　detection　 of 　calcium

oxalate 　 crystals ．　 Isonavonoids　I−V ，　 astragalosides 　I−IV　 and 　GABA 　 were 　detected　 in　Astragali
Radixes　prepared 　from　As 彦ragalus 　membranaceus ，　cultivated 　iロ Japan，　and 　in　mo ＄t　of 　thc　imported
Astragali　Radixes 　samples （buanggi　in　Chinese，黄耆 〔）r 黄蔑 ）．　 The 　values 　of 　CANAIArg 　of 　these

samples 　were 　above 　1．5．　 In　imported　Hedysari　Radixes （honggi，紅 耆 or 紅 餞＞samples 　prcpared

from　ffedysaram ヵψ 加 勿 ，8，　isoHavonQids　II，　V ，　GABA 　and 　calcium 　oxalate 　crystals 　were 　detected
and 　their　 CANA ／Arg　 values 　 were 　 less　 than　O．1．　 Ilowever，　 some 　irnported　 Astragali　 Radixes

（h（，nggi ）samples 　contained 　 only 　 astragalosides 　I−iV，　 and 　n （，　detectable　 amoullt 　of 　isofiavonoids
I−Vor 　of 　calcium 　oxalate 　crystals ．　 The 　amounts 　of　isoHavonoids　I−IV 　and 　astragalosides 　I−IV　in

Astragali　Radixes
，
　prepared　from　A ．　 membxanaceu ∫ cultivated 　in　Hokkaido ，　concQmitantly 　decreas．

ed 　as 　the　diameter　of 　the　samples 　increased．

　Keywords − Astragali　Radix ；／1stTasTa！us η zL・・M ろran αttgu，s；Hedysari　Radix ；正fed）’sart 〃n 　polybotiys；
isoHavonoid；astragaloside ；HPLC ； γ

・aminobutyric 　acid ；canavaninc ；arglrline ；calcium 　oxalate

　黄蓍 は マ メ 科 の キ バ ナ オ ウ ギ 且 ∫癩 g祕鋸 η zembranacezt ／g

BuNGE ま た は ナ イモ ウ オ ウ ギ A 、　 mongholicus 　BuNGE の 根

を乾燥 した 生薬 で，強壮，利尿，止 汗な ど を凵的 と して

種 々 の 漢方処 方 に 配 合 さ れ て い る．

　我 が 国 で は 昭和 41 年 に キバ ナオ ウ ギ の 種子 を韓国か ら

導入 して 栽培 が 始 ま り，最近 で は北 海 道，茨城 県 な どで
．
黄

耆 が 生 産 され て い るが，現在 ，国 内 で 消 費 され る黄 耆 の 大

部 分 は 中国か ら の 輸 入 品 で あ る
Z 〕．ま た

， 多序 岩 黄 蔑

Hedysrmtm 　Polybotrys　HAND ．−MAzz ．を基 原 と す る 紅 耆

（晋耆，束耆，Hedysari 　Radix ） も局方外生 薬 と して 輸 入

さ れ て い る．中国で は こ の 他 に も基 原 植物 の 違 う多種 類 の

黄耆 が あ る 3｝．こ の ように，黄耆 の 国産 品 と輸 入 品 と で は

基 原 植物が 違 うこ と が あ D，従 っ て そ れ らの 含 有成 分 に も

違 い の あ る こ とが 推 定 され る．

　黄耆の 成分 に 関 して は 多 くの 報告 が あ O ， ア ミノ 酸 ［γ．

aminobutyric 　acid （以
一
ドGABA ），　 L−canavanine 他］

4｝，

サ ポ ニ ン （astragaloside 　I〜VIII，　 soyasaponin 　I他）
5｝，

イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド ［7，
3’−dihydroxy −4〆−methoxyisoflavone

7−0一
β
一D −glucoside （astraisoflavoneglucoside ，1），formon−

onetin 　7−0 一
β
一D −glucoside　（II），　（6aR ，11aR ）・3−hydroxy−

9
，
10−dimethoxypterocarpan 　3−0一β．D−glucoside （astrapt 一

erocarpanglucoside ，　III），　7，2
’．dihydroxy ．3’，4

’−dimetho −

xyisofiavan 　7・0 一β一D −gluc〔〕side　（astraisoflavanglucoside ，

IV），　7，3「−dihydroxy −4r−methoxyisoflavone 　（astraisofia −

vone ，　 calycosin
，
　 V ），　3−hydroxy −9−methoxypterocarpan

（VI）他］
5“，c，6）

な ど 多数 が 知 られ て い る．

　黄耆 の 強 壮 作 用 は サ ポ ニ ン に よ っ て 説 明 さ れ る可 能 性
5a ）

が あ
．
り， 厚 生 科 学 研 究 『局 方 生 薬 の 規 格 設 定 に 関 す る研

究 』 （昭 利 59〜61年）で は
， 主要 な astragalQside 類 を ア

ル カ リ加水分解 に より astragaloside 　IV に 誘導 して 定量

す る 方法
7a 〕

が 検討 さ れ て お り，　 astragalQside 類 は 黄耆 を

化 学 的 に 評価 す る うえ で の 指 標 成 分 の 一つ と考 え ら れ て い

る
7 ）．イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドに つ い て は VIに抗 菌 作 用 の あ る こ

とが 報 告 さ れ て い る
6c ｝．　 GABA は 黄耆 の 血 圧降下作用 の

本 体 とさ れ て い る
4b ｝．

　我々 は ， 生薬の 化学的品 質評価
S｝

の
一

環 と して 黄耆を取

り上げ，シ ョ 糖，遊離 ア ミ ノ 酸，上記の 5 種 類の イ ソ フ ラ

ボ ノ イ ド ト V を定量 し，既 に 報 告 し た
9｝．遊 離 ア ミ ノ 酸

に つ い て は ，L−canavanine と L・arginine の 比 （mol ％ ，

以下 CANAfArg ）が 黄耆の 基 原植物 に よ り大 き く異な る

こ と を 見 出 した
9b ）．

　今 回 は ， サ ポ ニ ン 成分 の うち astragaloside 　l，　 II，　 III

（244）
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お よ び IV の 定量 法 を HPLC を 用 い て 検 討 し た と こ ろ，

各々 の 分 離定量が 口∫能 で あ っ た．そ こ で
，

こ の 方法 を用 い

て北海道 で栽培 した キ バ ナ オ ウ ギの 部位別 お よび 根径別試

料 に つ い て ，astragaloside 　l〜IV を定 量 し た ．更 に，イ

ソ フ ラ ボ ノ イ ド 1〜V も定 量 し，根 径 とこ れ ら の 9成 分 含

量 の 関係 に つ い て 検 討 した．

　ま た，国産 品 と輸 入 品 を化学的 に 比 較す る た め，国産黄

耆 9試 料 （北 海 道 産 7試 料，茨 城 県 産 2 試 料 ），外 国 産 黄

耆 （修 治 品 を 含 む ）21試 料 お よ び 紅 耆 9試 料 に つ い て，

シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結晶の 有無
3の を検鏡す る と共 に，

遊離 ア ミ ノ 酸，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド 1〜V お よ び astragalo −

side 　I− IV を定量 した．

　更 に ，か つ て 和黄耆
3a ・b｝ と して 用 い られ た イ ワ オ ウ ギ

Uedysarztnz　 vic
’ioides　TuRcz．（＝U ．　izvaevogi　HARA）お よ

び 中国 で
“
土 黄耆

”
と い う名 で 代用

3b ）さ れ る シ ナ ガ ワ ハ

k
’
　Megi！otas 　 suaveolens 　LEDEB，な どの 根 に つ い て も こ れ ら

の 成 分 に つ い て 検 討 を加 え，黄耆お よ び 紅 耆 と比 較 した．

実験材料 お よ び 方法

　 1．試　　　料

　以
1
ドに 示 し た 黄 耆 30試 料 （国産 品 No ．1〜9，輸 入 品

No．11〜31）， 紅 耆 9 試 料 （No ．41〜49）お よび 黄蓍代用

品 5試 料 （No ．5ユ〜55） を用 い た．

　 カ ッ コ 内に は 市場名，産地 ま た は 積出港，購 入 先 （地 ），

形状，直径 × 長 さ （× 厚 さ），入手年 な ど を記載 した ．学

名 は ，大井 次 三 郎著，北川政夫改訂 「新 日本植物 誌 　顕 花

編』（至 文 堂，1983年）に よ っ た．

　 1．黄耆 （北 海道産，根 株全体，O．2〜O．8φ× 30　cm ，

1976）；2．黄耆 （北 海 道 産，1年 生，分 枝 の 多い 根 株全体，

0．2〜O．7 φx30cm ，根 頭 部 直径 1．5〜2．Ocm ，1976）；3．

黄 耆 （北 海 道 産，1 年 生 ， 分 枝 の 多 い 根 株全体 ，
O．3〜1

φx15 〜20　cm ，1987）；4．黄耆 （北海道産 1年生，分枝

の 多い 根 株 全 体，0．3− 1 φ× 15〜20　cm ，1987）；5．黄耆

（北 海 道産 ，
1年生，分 枝 の 多 い 根 株全体，0．3〜1 φ× 30

cm ，1988）；6．黄耆 （北海道産，6 年生，根株全体，　 O．5〜

L3 φ× 30　cm ，1988）；7．黄耆 （北 海 道産，三 國  ，直 根，

0．1〜O．6 φ× 40〜70crn，1988）；8．黄 耆 （茨 城 県 産 ，大

阪 市 場 品 ，   栃本 天 海 堂 ， 細 い 直根，0．1〜O．5 φ× 3e〜

40cm ，1983）；9．黄耆 （茨城県産，直根，0．5〜1 φ× 40

cm ，1983）．

　 11．黄耆 （台湾台北 市場 品，一
部分 枝 した 直楓   ．7〜1

φ× 15〜20　cm ， 1982）；12．黄耆 （北 朝鮮産 ， 大 阪 市場 品，

三 國   ，短 い 直 根，0．5〜O．8 φ× 8〜ユ5　crn，1988）；13．

黄 耆 （香 港 経 由 ， 大 阪 市場 品 ，
三 國  

一
部曲 り と分枝 の

あ る直根 ， O．3〜O．8φ× 20〜30　cm ，1988）；14．黄耆 （香

港経由，大阪市場 品，三 國  ，一
部曲りと分枝の あ る直根，

0．4〜O．8 φ× 15〜20　cm ，1988）；15．黄耆 （1．11国広西 自治

区産，大 阪 i
’
ri場 品，三 國  ，局 方 品，一

部 曲 D と分 枝 の あ

る短根 ，
0．5〜1．2 φ× 10〜15cIn，1988）；16．黄耆 （中国

［［1西省産，大阪市場品，三 國  ，直根，0．5〜0．9 φ× 30〜

40　cm ，1988）；17．黄耆 （札 幌 市場 品 ，小 城製薬  ，局方

品，直根 ，0．5〜O．8 φ× 30〜40cm ，1988）；18．黄 耆 （中

国 南 京 市 場 品 ，

一
部 山 りの あ る 直 根 ， O．6〜1 φ× 20〜25

cm ，1982）；／9．黄耆 （「P国山 西 省産 ， 札 幌市場 品，  ウ

チ ダ和 漢 薬，刻 み，1989）；20．黄 耆 （中国陜西 省 産，札

幌市場 品 ，   ウ チ ダ 和 漢薬 ， 刻 み，1989）；21．黄耆 （韓

国産，大阪市場 品，  栃本天 海堂，側根付 の 細根，O．2〜

0，7 φ× 10〜20　cm ，1979）；22．黄耆 （中国産，三 國   ，

分枝 し表皮の
一

部 は 焦茶色，1〜2 φ× 5〜10　cm ，1981）；

23．黄耆 （111 国内 蒙古 自治 区産，大 阪 市場 品，  栃 本 天 海

堂，直 根，0．6〜1 φ × 40cm ，1983）；24．黄 耆 （黄 莨，中

国成都市場 品，四 川徳仁 堂 葯店，太 い 直 根，1．5〜2 φ×

20〜25　cm ， 1982）；25．黄耆 （小 黄）， 香 港 経 由 ， 大 阪 市

場品，三 國  ，細 い 直根，0．3〜1φ× 21〜29　cm ，1989）；

26．黄耆 （等外 黄 茂節 ， 中国陜 西 省 産 ， 大 阪 市場 品 ，
三 國

  ，短 い 直根，0．6〜1．5φ× 11〜15　cm ，1989）；27．黄耆

（黄茂片，香港経由，三 國  ，斜 め に 薄 くス ライス ，1988）；

28．黄耆 （黄甍 片，香港経 由，三 國  ，斜 め に 薄 くス ラ イ

ス ，表 皮 の
一一

部 は 黒色，2 φ× 17xO ．2cm ，1988）；29．

黄耆 （黒 蔑片，香港 経 由，三 國  ，斜 め に 薄 くス ラ イ ス，

表皮 は 黒 色，2．5 φ× 20 × 0．3cm ，1989）；30，黄 耆 （蜜 炙

黄耆，中国北 京市場 品，同仁 堂，褐 色 の 刻 み ，
1982）；31．

黄耆
：冲 耆 ？　香 港

’
市場 品，黒 染加 工 し た 直根 ，1．5 φ× 26

cm ， 1980）．

　41．紅 耆 （外観 は 紅 耆 だ が 市場名は 黄耆，台 湾台北市場

品，一部表皮の 剥げた 短根，0．6〜1 φ× 4〜10　cm ，1982）；

42．紅 耆 （束耆，中国甘 肅省産，大阪市場 品 ，三 國   ，

O．7〜1 φ× 33　cm ，紐 で 束 ね た 跡 の あ る直 根 ，1983）；43．

紅耆 （束耆，中国甘 肅省産 ，   栃本天 海 堂 ， 紐 で 束 ね た直

根 ，O．5〜1 φ× 18　cm ，1981）；44．紅 耆 （晋耆，中国甘肅

省 産，札 幌 市 場 品 ，   ウ チ ダ 和 漢 薬，刻 み，1989）；45．

紅 耆 （晋 耆， 中国甘 肅省産，札 幌市場 品，  栃本天 海堂，

刻 み ，ユ989）；46．紅晉 （晋耆，Ili 国甘肅省産，札幌市場

品，  栃本 天 海堂，刻 み ，1989）；47．紅 耆 （束黄蔑，香

港経 由，三 國  ，赤 い 紐 で 束ね た 跡 の あ る 直根，1〜1．2

φ× 30cm ，／988）；48．紅 耆 （束黄 甍 ， 香 港 経 由 ， 三 國   ，

赤 い 紐 で 束ね た 跡 の あ る直根，O．8〜1．2　di　× 24〜28　cm ，

1986）；49．紅 耆 （束黄蔑， 香港 経 由，
三 國  ，赤 い 紐 で

束ね た 跡 の あ る直根，e．7〜1．9φ× 23　cm ，1989）．

　51．イ ワ オ ウ ve
’
　lledysarum　 vicioides 　TURcz．の 乾燥根

（札幌市 に て 採取，1982）；52．イワ オ ウ ギ の 乾燥根 （北海

道檜 山 管内 に て 採取，1984）；53．ム ラサ キ モ メ ン ヅ ル

Astraga／us 　adsuTgens 　PALL．の 乾燥根 （北海道後志 管内 に

て 採 取，1983）；54．シ ナ ガ ワ ハ k
’
　Melilotzas　 suaveolens

（245）
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LEr）EB ．の 乾燥 根 （札幌 Hゴに て 採 取，1988）；55．シ ロ バ ナ

シ ナ ガ ワ ハギ （コ ゴ メ ハギ） tl
・feli！otzts’a ！ba　DESR．の 乾 燥

根 （札幌 市に て 採取，1988）．

　 各試 料 を押 し切 りあ る い は 剪 定 バ サ ミ を用 い て 0．5〜1

cm の 長 さに 切 断 し た 後，超 遠 心 粉 砕 機 で 48 メ ッ シ ュ の

ふ る い を通 過 す る大 きさ に 粉 砕 した，デ シ ケーター
〔乾 燥

剤 シ リカ ゲ ル ） 中 で 乾 燥 後，分 析 用 試 料 と した．

　 2．部位 別 お よび 根 径 別 試料

　国 立衛生試験所北海道薬用植物栽培試験場 （名寄市〉 で

6 年 間栽 培 した キ バ ナ オ ウ ギを乾燥 し，茎 （根頭部か ら 10

cm 程 度），根頭，根 （分 枝 し て い る ） に 分 け た．根 は 更

に 押 し切 りあ る い は 剪定 バ サ ミ を用 い て ｛｝．5〜1cm の 長

さ に 切 断 し，そ の
一

部 を試 料 6 と し た．残 りを根 径 に 応 じ

て 3mm 以 下，3〜61nm ，6〜10　mm お よ び 10　mm 以 上

の 4段 階 に 分 け た．更 に，根 径 10mm 以 上 の 試 料 の
一

部

か ら皮 部 お よび 木 部 を調 製 した．お の お の を超 遠心 粉砕機

で 48 メ ッ シ ュ の ふ る い を通 過 す る大 き さ に 粉 砕 し，デ シ

ケ
ー

タ
ー

〔乾 燥 剤 シ リカ ゲ ル ） rt ］で乾 燥 後 分 析用 試 料 と

した ．

　 3． シ ュ ウ酸 力 ル シ ウム の 結 晶 の 有無

　分析 用 試料約 1〔｝Ing をス ラ イ ドグ ラ ス 上 に の せ ，蒸留

水 1 滴 を滴
一
「
・．
して 湿 らせ た後，カバ ーグ ラ ス で 覆 っ た．光

学 顕 微鏡 下 （× 100）で 繊 維 束 の 周 辺 に 沿 っ て 並 ぶ シ ュ ウ

酸 カ ル シ ウム 結 晶 の 有無 を調べ た．

　 4． ア ミノ 酸 分 析

　前報
9b ）に 従 っ た ．す なわ ち，分析 用 試料 1，00　g に 60％

メ タ ノ
ー

ル 30　ml を加 え ，
15分 間 室 温 で 振 と う し た 後 ，

ろ 過 した．こ の 操作を 2 回繰返 し，ろ 液を合 わせ ，減圧 乾

固 し た．残留物 に 0．02M 塩 酸 を加 え て 5（）ml と し，試 験

溶 液 と し た，H 立 自動 ア ミ ノ酸 分 析 計 835 型 で 25 μ1を分

析 した．

　 5．抽 出条件 の 検 討

　1） astragal 〔〕side 　I〜IV ： astragaloside 類 の 最 適 抽 出

条件 を検 討す る た め ，北海道産黄蓍 （試料 3）2．oeg を以

下の 4 条件 で 抽 出 し，お の お の の 抽 出液 中の astragalo −

side 　I〜IV を定量 した ．

　 i） メ タ ノ
ー

ル 50ml を加 え た 後，室 温 で 1時 間 超 音 波

処 理 した．ii）メ タ ノール 5e　ml を加 え た 後 ， 室 温 で 3時

聞 振 とうし た．iii）メ タ ノ
ー

ル 50　ml を加 え た 後 ， 3 時間

加 熱 還 流 し た．iv） メ タ ノール を用 い ，　 Soxhlet 抽 出器 中

で，3 時間 加 熱 還 流 した．

　 お の お の の 溶 媒 を 減圧 下 で 除去 後，残渣 を次項 に 示すよ

うに 脱 脂 し，n
一ブ タ ノ

ー
ル で 抽 出 して 試 験溶液 を調製 し

た．

　 2）　 イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド 1〜V ：前 報
gc ）で は イ ソ フ ラ ボ ノ

イ ドの 抽出溶 媒 と して 70％ メ タ ノ
ール を用 い

， 3 時間加熱

還 流 した が ，今 回，上 記 黄耆1，00g を以 下 の 4 条件 を用

い て 抽 出 し，再 検 討 し た．

　i）70％ メ タ ノール 25ml を 加 え た 後 ， 室温 で 1 時間超

音波 処 理 した．ii）70％ メ タ ノ
ー

ル 25　ml を加えた 後，室

温 で 3時 間 振 と うし た．iii）70％ メ タ ノ
ー

ル 30　rnl を加 え

た 後 ，
3 時間加熱還 流 した ．iv） メ タ ノ

ー
ル を用 い ，　 Sox−

hlet抽出器 中で，3時間加熱還流した．

　 iお よ び iiは 遠心 分離後 ろ 過 し，そ の ろ液 を試 験 溶 液

と し た．iiiお よ び ivは 溶 媒 を減 圧 下 で 除 去 後，70％ メ タ

ノ
ー

ル を用 い て 25【nl に メ ス ア ッ プ し ， 試 験 溶 液 と した．

　 6． HPLC に よ る イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド 1〜V お よ び astr ・

　　 agaloside 　I〜IV の 定 量

　 1） 標 準 品 ： イソ フ ラ ボ ノイ ド 1〜V は 北海道産 キバ ナ

オ ウ ギか ら単 離 し，既 に 報
・
告

gc｝した もの を用 い た．　 astr −

agaloside 　I〜IV は齊藤 ら
5b 〕，赤 堀 ら

7“｝に よ っ て 単離 さ れ

た もの を用 い た．

　2） 試験溶液 の 調製 ：分析用試料 2．oe　g を Soxhlet抽

出器 を用 い て ，メ タ ノ
ー

ル で 3 時間抽出 した．抽出液 を減

圧下 で 濃縮 し，残渣 に メ タ ノ
ー

ル 20．Oml を加え た後，超

音 波処 理 して 溶液 と した ．こ の 溶液 の 1，0m1 を取 り，

0．45 μm の フ ィ ル タ
ー

を通 し，ろ 液 を イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド

用試験溶液 と した．

　 残 りの メ タ ノ
ー

ル 溶 液 19ml を減 圧 下 で 濃 縮 し ， 残 渣 に

水 20ml を加 え て 溶 液 と した 後，ジ エ チ ル エ
ー

テ ル で 抽出

（10ml × 2）し た．そ の 後 ， 水 層を n
一ブ タ ノ ール で 抽 出

（10ml × 3） し，　 n
一ブ タ ノ

ー
ル 抽出液 を合 わせ て減圧 下 で

濃縮 した ，残澄 に 43％ ア セ トニ トリル 1．Oml （内部標準

物質 と して 1−menthol 　2．51ng 含有）を加えて 溶解 した 後，

0．45 μ m の フ ィ ル タ
ー

を通 し，ろ液 を astragaloside 定量

用 試験溶液 と した．

　 3） 分 析 条 件 （イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド）：機 器 ： 日 立 655 型

高速 液体 ク ロ マ トグ ラ フ ，カ ラ ム ： TSK 　gel　 ODS −80TM

（4．6φ× 250mm ），移 動 朴1：ア セ ト ニ ト リ ル ／水 ／酢 酸

（270 ：730：1），流 速 ：1．Oml ／分，カ ラ ム 温 度 ：40℃，測

定 波 長 ：280 お よ び 254nm （ウ ォ
ー

タ
ーズ 490 型 超 高感

度 多機能検出2S），試料 注 入 量 ：10μ1．

　4） 分 析 条件 （astragaloside ）：機 器 ： 日立 L−6200型 高

速 液 体 クロ マ トグ ラ フ ，カ ラ ム ：Develosil　 ODS −5K （4．6

φ× 250　mm ），移動相 ：ア セ トニ トリル ／水 （43 ：57），流

速 ：1．Oml／分，カ ラ ム 温 度 ：40℃，検 出器 ：超高感度示

差屈折計 （エ ル マ ERC −7520），試 料 注 入 量 ：20 μ 1．

　 7．検量線 お よび 検出限界

　 1）　イソ フ ラ ボ ノ イ ド1〜V ：前報
9c）に 示 した よ うに ，

検 量 線 は い ず れ も 1  〜100 μg／ml の 濃度範囲 で ほ ぼ 原点

を通 る直 線 とな っ た．お の お の の 回 帰方程 式 お よび 相関係

数 （r ）は 以 ドの ようで あ っ た ．

　 1　：y ＝1，44x 十 〇．59　（r ＝0 ．999）

　 II　：
」
・，＝1．64　x − 1，26　（r ＝0 ．999）

（246）
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　III　：y ＝ 0．616　x − 0．08　（r ＝ 0．999）

　IV ：y ＝0．550　x − 0．59　（r ＝ 0．999）

　 V ：y ＝2．90x − O．88 （r ＝0．999）

y は ピ
ー

ク面 積 値 （× 10
−4
），x は 濃 度 （μg／mD で あ る．

　 な お ，280nm に お け る 検 出 限 界 は，1，　 II，　 V で 0．5

μg／ml ，　 III，　 IV で 2．0 μg ／ml で あ っ た．

　 2） astragaloside 　 I〜IV ：お の お の 約 31ng を精 秤 し，

43％ ア セ トニ ト リル 1．Oml （内 部 標 準物 質 と して 2．5　mg

の 1−menthol 含 有）に 溶解 し た．内 部 標 準 法 に よ リ ピー一

ク面 積 か ら検 量線 を作成 した．検 量線 は い ずれ も 0．15〜3

mgfml の 濃 度範 囲 で ほ ぼ 原 点 を通 る 直 線 と な っ た．お の

お の の 回 帰方程 式 お よ び 相関係数 （r ） は 以下 の よ うで あ

っ た ．

　 1　：y ＝D．458x 一
  ．oes　（r ＝0．999）

　II　：」
， ＝tD ．469x − 0．024　（r ＝0．999）

　III：y ＝0．454　x 　（r ＝0．999）

　IV ：y ＝  ．480　x − O．007　（r ＝0．999）

y は ト IV の 内部標準物質 に 対す る比，　 x は 濃度 （mg ／ml ，

無水物換算せ ず）で あ る．

　な お，検 出 限 界 は 1，IIで 25μg／ml ，　 III，　 IV で 15μg／

ml で あっ た．

　8．添 加 回収 率

　黄耆 （試 料 3）1．00g に イソ フ ラ ボ ノ イ ド1〜V （0．5〜

1．Omg ）お よび astragaloside ト IV （0．5〜1．1mg ） を添

加 して 上 記の 条件 で 定量 し， そ の 回収率 （3 回平均値）を

求 め た と こ ろ，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドは い ずれ も 96％以上，

astragaloside は い ず れ も 91％以 上 で あ っ た ．

　9． 黄耆，紅耆，和黄晉 お よ び 土 黄耆中の イ ソ フ ラ ボ ノ

　　 イ ドの 同 定

　黄耆 No．24，紅 耆 No ．44，46，イ ワ オ ウ ギ No．52，ム

ラサ キ モ メ ン ヅ ル No．53，シナ ガ ワ ハ ギ No ，54，
シ ロ バ

ナ シナ ガ ワ ハ ギ No ．55に つ い て，以 下 の よ うに行 っ た ．

　お の お の の 試 験 溶 液 約 soeμ 1を シ リ カ ゲ ル プ レ
ー

ト

（Merck ，
　Kieselge160　F2s4

，
2eO × 200× 0．5mm ，1 枚 ）に

ス ポ ッ ト し，ク ロ ロ ホ ル ム ／メ タ ノ
ー

ル （5 ：1） で 約 15

cm 展 開 し た 後，標 準 品 の Rf 値 に 相 当 す る 部 分 をか き と

り，メ タ ノ
ー

ル で 溶 出 し た．溶 媒 を減 圧 下 で 除 去 後 残 渣

をメ タ ノー
ル 25  μ 1に 溶 解 し ， 10 ま た は 20μ1 を上記条

件 の HPLC で 分析 した．お の お の の Rt お よび 280，254

nm に お け る ピ
ー

ク高 さ の 比 を標準 品 と比 較す る こ と に よ

り同定 した．

　 10． astragaloside の 同定

　黄耆 No ．24，紅 耆 No，47 お よ び ム ラ サ キ モ メ ン ヅ ル

No ．53 に つ い て，以 下 の ように行 っ た ．

　お の お の の 試 験 溶 液 20μ1 （No ．24は 濃 縮後） を用 い
，

上記 の HPLC の 条件 で 標準品の Rt に 相 当す る ピ
ー

クを

分取 し，溶媒 を留去 した．残留物 と標準 品 を TLC ［Kies・

elgel　60　F254，ク ロ m ホ ル ム ／メ タ ノ
ー

ル ／水 （65：35 ：10）

下層， 硫酸酸 「生硫酸 セ リウ ム 噴 霧後 加 熱］で 比 較 す る こ と

に よ り同定 した．

結果 お よび 考 察

　 1．抽 出条件 の検 討

　astragaloside 　I〜IV に つ い て 抽 出 条件 を検 討 した と こ

ろ，還 流 お よ び Soxhlet抽 出 に よ ト）得 ら れ た 定 量 値 間 に

差は な く， 超 音 波 お よび 振 とう抽出 に よ る定量 値 の 約 2倍

で あ っ た．そ こ で，メ タ ノ
ー

ル を用 い て 還 流あ る い は

SQxhlet 抽出す るの が 最 も適当 と考 え られ た．

　
一

方，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドの 抽出溶媒 と して 前報
9c）

で は

7D％ メ タ ノ
ー

ル を用 い て 加 熱 還 流 した が，今 回，4 種 類 の

抽出法 で 再検 討 し た と こ ろ，V の 定 量 値 に 差 は 認 め ら れ

な か っ た ．しか し，1〜IV で は，抽 出効率 の 最 も高 い

Soxhlet抽出 と最 も低 い 超 音波 あ る い は 振 と う抽出で ，3
〜5 倍 の 差 が 認 め られ た ．Soxhlet抽 出 は 還 流 抽 出 よ り合

計含 量 で 約 10％高 い 値 が 得 られ た ．

　そ こ で ， 抽 出溶 媒 に メ タ ノ
ー

ル を 用 い て Soxhlet抽出

し，抽出物 の 1／20 をイ ソ フ ラ ボ ノ イ ド定量用，残 りの

19／20 を astragaloside 定量 用 と す る こ と に した．な お ，

astragaloside 　Iは メ タ ノ
ー

ル 溶液 と して 放 置す る と，脱

ア セ チ ル 化 す る こ と が 知 られて い る 7a〕た め，抽出液 は そ

の 日 の うち に 乾固 した．

　 こ の ように して 得 られ た 試験 溶液 を HPLC で 分 析 した

結果，Fig．1 お よ び 2 に 示 す よ うな ク ロ マ トグ ラ ム が 得 ら

れ た ．

　2．北 海道 産 キバ ナ オ ウ ギ部位 別 お よ び 根 径 別 試料の 定

　　 量 結果

　 名 寄
．
市で 6年 間 栽培 し た キバ ナ オ ウ ギか ら根 の 太 さ 別試

料 な ど を調製 した 後，上 記 9 成 分 を 定 量 し，定 量 結 果 を

TABLF．1に 示 した ．

　根 に は イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド1〜V お よび astragaloside 　I〜

IV の 9 成 分 す べ て が 含 有 され て い た ．根 径 別 に 見 る と，

イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドV を 除 く 8成 分 は ，
い ずれ も 3mm か

ら 工Ornm と太 くな る に 従 い 減少 した．根径 3mm 以下 と

10mm 以 上各々 の 合計値 を比 較す る と，イ ソ フ ラ ボ ノ イ

ドで 3．1 倍，astragaloside で は 5．7 倍 の 差 が あ っ た．根

径 10mm 以上 の 試 料 に つ い て皮 部 と木 部 に分 け た と こ ろ ，

astragaloside は 皮 部 に 集中 し，木 部 で は 少 な か っ た．一

方， イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドは皮 部 と木 部 で 含 量 に ほ と ん ど 差 が

な か っ た．

　根 頭 部 に もイ ソ フ ラ ボ ノ イ ドお よ び astragaloside は含

まれ て い た が，astragaloside の 含量 は わ ずか で あ っ た．

根 頭 部か ら 10cm 程 の 茎 に も astragaloside は 少量 で は あ

る が 含有 さ れて い た が ，イソ フ ラ ボ ノ イ ドは一
部 の 成分 が

わ ずか に 含 有 され て い る に す ぎ な か っ た ，
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F ｛g．1．Chromatograms 　of 　Methanol　Extracts　frorn　A ＄tr−

　　　 agali 　Radix

　 　 　 Peaks ； 1，7，3
’・dihydroxy・4’−methoxyisoHavone 　7−0 一

　 　 　 β一D・91ucoside ；　II，　fonnononetin　7・0 ・β一D−9］ucoside ；

　　　 III，〔6aJe，　llaR）．3−hydroxy−9，10・dimethoxypterocar−

　 　 　 pan 　3・0 一β一D・glucoside ；IV，7，2
’−dihydroxy．3’，4

’．dilne．

　　　 thoxyisoflavan　7−0一β．D．glucoside ；V ，7，3
’・Clihydroxy−

　　　 4
’−methoxl ・ig．　oflavone ．

　　　 Sarnp［es ；A ，　No ．4；B，　No ．44．
　　　 Condition： column ，　TSK 　ge10DS ．80TM （4．6× 250

　　　 rnm ）；mobile 　phase，　CH3CNIH20 ／CH ，COOH （270 ：

　　　 730 ：ユ）；flQw　rate ，1．O　ml 〆min ；temperature ，40℃ ；

　　　 detectioll，280　nm ．

　3．国 産 黄 耆 お よ び 外 国 産 黄 耆 の 化 学 的 品 質

　 1） 国産黄耆 （No ．1〜9）：TABLE 　IIに示 した 国産黄耆

9 試料 は い ずれもキバ ナ オ ウ ギを基原 とす る もの で，シ ュ

ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結品は 認 め られ ず，CANA ／Arg は 1，56
〜7．26 （平均値 3．27） で あ っ た．GABA は 0．e3〜O．19％

（平 均 値 0，09％ ）含有され て い た．すべ て の 試 料 に イ ソ フ

ラ ボ ノ イ ド 1〜V お よ び astragaloside 　l〜IV が 含 ま れ て

お り， 個 々 の astragaloside 含 量 の 平 tLJ値 は 1＞ II＞ III≧

IV で あ っ た．イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド含 量 と astragaloside 含

量 との 問に は 相関性 が 認 め られ なか っ た ．

　 試 料 2〜5 は い ず れ も 1年 生 の 細 くて 著 し く分 枝 した 根

株全 体 で あ るが，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドの 合計含量 に は 2．3倍

の 差 が 認 め ら れ た．試 料 6は 6年 生 の 根 株全 体 で あ り，

CANAIArg の 値 が 7．26 と最 も大 き く，イ ソ フ ラ ボ ノ イ

II

ー

1

A

Is

’
1ボ 　 　ぎo

Fig，2．　 Chromatograms　of 　Butanol　Extracts　from　Astragali
　 　 　 Radix

　 　 　 Peaks ： 1，　astraga ［oside 　I；工1，　 astragaloside 　II；IIL

　　　 astragaloside 　III；IV，　astragaloside 　IV ；IS，　i−menthol
　　　 （internal　standard ＞．
　 　 　 Samples ：A ，　No ，4；B，　No ．44，
　　　 Condition； column ，　 Develosil　ODS −5K　（4．6 × 250

　　　 mn1 ）； mobile 　phase，　 CH3CNIH20 （43 ：

．
57）；flow

　　　 rate ，1．O　ml ／min ；temperature，40℃ ；detection，　RI．

ド IIIお よ び IV の 含 量 が他 の 8試 料 よ り多か っ た．試 料

7〜9 は い ずれ も主根 の み の 製 品 （年数不 明 ） で あ る が，

細 い 側 根 付 の 試 料 1〜5 と差 は 認 め られ な か っ た．

　 2） 外国産黄耆 （No ．11〜20）：TABLE　 IIIに 示
．
した 外国

産黄耆 21試料 の うち，試料 11〜20 は い ずれも主根 （直根

部）を製 品 と した 黄耆で あ り，成分 的 に 上 記の 国産黄耆に

類似 して い た．す な わ ち，CANA ／Arg は 1．64〜4．76 で

あ F）　，astragaloside 　Iを主 成 分 と して い た．　 GABA の 含

量．お よ び 9成分 の 合 計含 量 に は ば らつ きが 見 られ た が，国

産 試 料 に見 られ るば らつ き の 範囲内 で あ っ た．

　3）　外国産 黄 耆 （No．21− 31）：種 々 の 市場名 を もつ 黄

耆，形態 の 違 う黄
．
耆，修治品あ る い は 成分的に 特殊 な 黄耆

を こ の 項 に ま と め た ．こ れ ら の 11 試 料 に は，上 記 の 国産

お よ び外国産黄耆 とは著 し くそ の 様 相 を 異に す る もの が あ

っ た．

　 試 料 21 は側 根 付 の 細 い 韓 国産 の 黄 耆 （小 黄 耆 ？）で ，

TABLE　I．Contents　of　Is〔｝flavonoids　and 　Astragalosides　in　Vari〔〕us 　Parts　of 　Astragalzts　 membranaceets 　Cultivated
ill　Hokkaido （6・Year　Old，　mg ／lOO　g＞

Part
Isoflavonoids Astragalosides

1 王1 IIIIV V 　 　 TQtal 1 II IIIIV 　 　 Total

Root

Root 　 cap

Stem

＜ 3mm3
−6mm6
−10nnm10mm

＜

　 Xylem
　 Cortex

38822389654332 7658475111 1526442261528192381299381718079

　 6

79974367507286217164126151137132551428738

　 46513

　 7

158936229

　 4521412

312819359531

　

2

459128624211

　

1

55031120096111643626

Compound　names 　of 　isoflavonoids　I−V 　are 　shown 　in　Fig，1．一
： not 　detected．
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TABLE　 II．Analytical　Results　of　Astragali　Radix　Prepared　from　Astragttlus　me7nbranaceus 　Cultivated　in
Japan　（mg ／lOO　9）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Isoflavonoids
No ．　　 Locality　　CANA ／Arg 　　GABA
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　　 II　 　 III　 　IV 　　 V 　 　Total

Astragalosides
I　　 II　　 m 　　IV　　TotaI

123456789Hakkaido
　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 tJIbaraki

　 〃

1，563
．782
，041
．622
．107
、263
．105
，951
．98

96611901852835102556118　 　 637
　 　 2524
　 　 9

24　 　 876
　 　2353
　 　 1212
　 　 1

37　 　1618

　 　 5

11　　　14　　　20　　　　69
23　 　10　 　 3　 　 98
10　 　11　 　 7　 　 61
13　 　 15　 　 8　 　 68
20　　　13　　　　8　　　140
49　　 110　　　　6　　　230
4　 　 7　 　 15　 　 39
7　 　 1　 　 5　 　 66
8　 　 8　 　 12　 　 5工

79　　　52　　　13　　　12　　　156
81　　　49　　　　9　　　12　　　151
86　　　4〔〕　　　21　　　　9　　　156

1／5　　　59　　　23　　　14　　　211
58　　　48　　　14　　　18　　　138
98　　　60　　　36　　　21　　　215
89　　　87　　　28　　　39　　　243

109　　　　54　　　　12　　　　 8　　　　183
73　　　41　　　10　　　1／　　　135

Average 3．27 9033 　　　12　　　16　　　21　　　　9　　　　91 88　　　54　　　18　　　16　　　176

Crystals　of　calcium 　exalate 　were 　not 　detected　in　all　samples ，
CANA ／Arg ； molar 　ratio 　of 　L・canavanine 　to　L−arginine ．　 GABA ； γ

一aminobutyric 　acid ，
Compound　names 　of 　isoflavonoids　I−V　are 　shown 　in　Fig．1．

TABLE 　III．　 Analytical 　Results 　of 　Imported 　Astragali 　Radix （Huanggi ，黄 耆） （mg ／lOO　g）

　 　 Market
No ．
　 　 nameLocality

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Isoflavonoids　　　　　　　　　 Astragalosides
CANAIArg 　GABA
　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　 　 II　 III　 IV 　 V 　 Total 　 　 I　 　 II　 III　 IV 　 Total

耆

耆

耆

耆

耆

耆

耆

耆

耆

耆

耆

　
耆

蔑

茂

節

片

片

片

耆
p・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

黄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

黄

民

甍

葭

茂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

耆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

炙

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

　
黄

黄

小

黄

黄

黄

黒

蜜

冲

11

／213141516171819202122232425262728293031

老 　Taibei （台 北）

　 D．P．　R．　Korea
　 Hongkong （香 港）

　 Hongkong

　 Guangxi （広西）

　 Shanxi （山 西 ）

　 Nanjing （南京）

　 Shanxi
　 Shaanxi （陜 西）

　 R．Korea
　 China

　 Nei　Monggol （内蒙 古）

　 Chengdu （成 都）

　 Hongkong

　 Shaanxi
　 Hongkorlg

　 Hongkong

　 Hongkong

　 Beijing （北 京 ）

　 Hongkong

3789664486241645076237445096677619674009162243321314170039431204833661890841784817371774790685816614909201
　

　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

1
　

　

　

1

36　 1工　 10　 　 6

21　 　4　 11　 21
89　　／5　　38　　10
41　 　9　 25　 20
69　　18　　29　　14
27　 10　 　 8　 　 5
82　　19　　48　　 工9
17　 　8　 　8　 　 2
60　 14　 31　 　 9
23　 　7　 工0　 　 5
17　 　4　 　6　 　 6

132　　 12　　 79　　36

26　 　 8　 　 8　 　 7
　 5　

−
　

−
　 5G

ll7 　　17　　41　　 15
102　　 14　　 92　　27
16　 　3　 　3　 　 1
22　 　6　 　9　 　 8
90　　 23　　 95　　29
37　 　8　 16　 　 9
55　 22　 21　 　 4

5343373922

工5177341561889256423157839

ll6 　 　 　 92　 41

100　　　　102　　39
189　　　　128　　55
134　　　　108　　39
152　　　　120　　34
65　 　 86　 29
185　　　　168　　47
42　 　 90　 24
148　　　　125　　45
60　 　 143　 45
39　 　 104　 84

277 　 　 　 24　 　 8

57　 　 58　 35
64　 　 　 5　

−−

215　 　 69　 32
241　 　 62　 23
65　 　 11　 　 4

76　 　 　 11　 　 4
294　 　 13　 　8
78　 　 51　 52

141　　　　113　　26

5　 12　 150

17　 　9　 167
16　 17　 216
24　 16　 187
10　 14　 178
8　 　6　 129
12　 19　 246
8　 　5　 127
11　 14　 ユ95
10　 15　 213
66　 25　 279
4　 　 5　 　 41

5　 　9　 107
−

　 　
一一．

　 　 5
8　 　8　 117
3　 19　 107
1　 　 1　 　 17

1　 　 1　 　 17
2　 　5　 　 28
4　 75　 182

7　 　 5　 151

Crystals　of　calcium 　oxalate 　were 　not 　detected　in　all　samples ．
Notes　are 　the　same 　as 　TABLE 　II．

not 　detected．

今 回分 析 した 黄 耆 の 中 で 最 も 多 量 に astragaloside を含 有

して い た．しか し， イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド含量 は 黄耆輸入 品 の

中 で最 も少 な か っ た．各々 の astragaloside に 注 目す る と，

astragaloside 　IIお よ び IIIが 他 の 試料 よ り も多 く含 有 さ

れ て い た．

　試料 22 の 表皮 は や や 褐色 を帯 び，外観 は 紅 耆 と も似 て

い た が ，成 分 的 に は 黄耆で あ っ た．

　試 料 23お よ び 24の CANA ／Arg は 0．91お よ び 0．66 で，

AstragalZtS属 を基 原 とす る 黄耆 の 目安 と な る 1．09b）を下

回 っ た ，試料 24 は 四 川 省成都市 で購 入 した 直根性 の
“
黄

蔑
”

で あ る が ，表皮 は 茶色味 を帯 び，一
部の 成分 しか 含有

せ ず，1．5〜2．0　cm と 太 い 割 に は 軽か っ た ．

　試 料 26
“
黄蔦節

”
の CANAIArg は 9．45 と 今 回 分 析 し

た 試 料中
．
最高値 を示 した．

　試料 27 お よび 28 の
“
黄蔑バ は 太 さ約 2cm の 直根 を

斜 め に 切 っ た も の で あ り，astragaloside 含 量 は わ ず か で

あ っ た．試 料 29の
“
黒 蔑 片

”
は 直 径 2．5　crn と太 い 直 根

を斜 め に 切 っ た もの で あ り， イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド含量は 今 回

の 試 料 中最 も多か っ た が ，astragaloside 含量 は 少 なか っ

た ．こ れ らの 黄耆片 の CANA ／Arg は 1．96〜4．00 で あ り，

い ず れ も Astragagus属 基原 と考え られ た．　 astragaloside

含量の 少ない 理 由 の
一

つ と して ，根皮 の 木部に 対す る割合

の 少 な さ が 考 え られ る．黄耆 片 は 大阪 市 場 に 広 く出 回 っ て

い る もの で は な く，特定 の 漢方薬局 で 使用 され て い る とい
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う．

　試 料 30 は 修 治 品 （蜜 炙 黄 耆
3c 〕） で，　 astragaloside 　IV

の 含 量 が 最 も多い 点 で 他 の 試 料 と様相 を 異 に した ．

　試 料 31は 黒 染加工 した 直根 （mi　93d・　f）　？） で，　 CANA ／

Arg が 0．63 と小 さ い 点 で他 とは 異 な っ て い た ．

　4．紅 耆 （No ．41〜49）の 化学的 品 質

　Hedysα ntm 　Polybot7ysを基原 とす る 紅耆 は シ ュ ウ 酸 カ

ル シ ウ ム の 結晶
3a・1°）

お よ び イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド II，　 V6e） を

含 み ，astragaloside 類 を含 まず
7b ），　 CANA 〆Arg も 0．／以

下 と小 さ い
9b 〕 と さ れ て お り，

　 TABLE　IV に 示 し た よ うに 試

料 41〜45 で は こ れ ら の こ とが 確認 で き た．

　な お，試 料 41は
“
黄 耆

”
と して 台 湾 で購 入 し た もの で

あ る が ， シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結 晶 が 認 め ら れ た うえ，

astragaloside 類 を含有 して い な い こ と，台湾 の 市場状

況
6⇔，外観 な ど か ら，Uedysarum 　polybot7ys基 原 の 紅．耆 と

推．定 した ．

　試料 46 は 札幌市内の 薬局 で
“
晋
．
咎
”

と して 購 入 した 刻

み で，シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結 晶 が 認 め ら れ た が ，

CANA ／Arg が 0．19 と 0，1 を超 え た うえ，　 astragaloside

を微 量含 有 し て い た．また ， 他 の 紅 耆に は 認 め られ な い イ

ソ フ ラ ボ ノ イ ド 1，IIIお よび IV が 微量含有 され て い た こ

と ， 紅 耆の 赤 茶 色 い 根 皮 とは 明 らか に 異 な る黄 色味 を帯 び

た 根皮 の 刻み が わ ずか で は あるが 認 め られ た こ と な どか ら，

黄耆 が 混在 して い た もの と 推定 さ れ た．

　 試 料 47，48 お よ び 49 は 香 港 経 由 で 輸 人 さ れ た
“
束黄

茂
”

（外観 は 紅耆に 似 て お り，長 さ を揃え， 赤 い 紐．で 束 ね

た 跡 あ り．試 料 27〜29 と同様特定 の 漢方薬局 で 使用 さ れ

て い る）で あるが ，シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結晶が 認 め られ

な い うえ，astragaloside を含有す る （IV＞ II＞ 1》 III）た

め ，ffedysarum　 Polybot73，s を基 原 とす る も の で は な い こ

とが 推定 され た．な お，こ れ らの 3試 料 は イ ソ フ ラ ボ ノ イ

ド1〜V を含有 せ ず，CANAIArg は O．57〜ユ，50 （平均値

1．0／） と黄 耆 と紅 耆
．
の 中 間 の 値 を示 した こ とか ら，黄耆 に

分 類す る こ と も出 来 な い 特殊 な もの で あ っ た．

　GABA の 含量 に つ い て は，　 Astragalus　ntお よび Hedys−

arVtm 　reの 問 に 差異 は 認 め られ な い と 報告
9b 〕 して い る が ，

今 回 ， 再確 認 で きた．

　5．和黄耆 お よび 土 黄耆 （No ．51〜55）の 化学的 品 質

　か つ て 出回 っ た 日本産
“
和黄耆

”

は イ ワ オ ウ ギの 根 で あ

ト，，こ の 再 出現 を防 ぐ意味で 第 八 改正 日本薬局方 （1971）

か ら黄耆 の 項に 純 度試験 （シ ュ ウ 酸 カル シ ウ ム の 結 晶 を認

め な い ）が 設 定 さ れ て い る．TABLE 　V に 示 した ように，

今 回の イ ワ オ ウ ギ 2 試料 （No ．　51お よ び 52＞に は い ず れ

も シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結 晶 が 認 め られ た．試料 51の

CANA ／Arg が 0．22 と大 きか っ た 点 を除 くと，紅耆 No．

41〜45 と比 較 して 成 分 的 に差 は 認 め られ な か っ た．

　 ム ラサ キ モ メ ン ヅ ル （No，53）は Astragalus　tsに 属 し，

その 根 もイワ オ ウ ギ と共 に 黄耆の 代用品 と して 採集 され た

こ と が あ る と い わ れ る
5a 〕．しか し，

　 CANA ／Arg は 0，30

と小 さ く，更に，astragaloside 　I− IV は 確認 で きず （Rf，

Rt 近似の 配糖体 と思 わ れ る化合物 は 多数存在），イ ソ フ ラ

ボ ノ イ ドもほ と ん ど 検出 され な い な ど の 点 で 黄耆 とは 成 分

的 に 異 な っ て い た．

　ま た，中国で
“
土 黄耆

”
と称 さ れ 黄耆の 代用 品 （偽 品）

3b ＞

TABLE 　IV．　 Analytical　Results　of　Imported　Hedysari　Radix　and 　Astragali　Radix （Honggi，紅 耆 ） （mg ／ユOO　g）

　 　 Market
No ．　 　 　 　 　 　 　 Locality
　 　 　 name 。蹴 乞・ANA ／・・g ・A ・AIII 　 IIIIsoflavonoids

Astragalosides

IV　 V 　 Tota11111111V 　 Total

123456789444444444黄　耆

束 　・耆
．

束 　脅

晋 　耆
．

晋 　耆

晋 　耆

束
．
黄茂

束黄 甍

束黄 茂

TaiwanGansu
〔甘 肅

．
）
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Hongkong
Hongkong

十

十

十

十

十

十

0，030
．070
，050
．040
．08G
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．570
．971
．50

le731984112411011011815

5

58

一
b563

　

6
　

　

1
　

　

1tr 　 　tr

匚
」

52

厂
D13

03707117

　

2

　

2 8152　

543
　 ll21106941121

149141140
10322294267

Notes　concerning 　abbreviation 　are 　the　same 　as　TABLE 　II． not 　detected．　tr：trace ．

TABLE　V ．　 Analytical　Results　of　Various 　Leguminous 　Roots　Used 　as 　Astragali　Radix （mg ／IOO　g）

No ，　 Species
Crystals

of　CaC204
　　　　　　　　　　　　　 Isofiavonoids 　　　　　　　 Astragalosides
CANA ／Arg 　 GABA
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　I　　 II　 III　 IV　　V 　 Total　 　　 　 I−IV

51　伽 のsα瑠 彫 vicioides

52　他 の∫α脇 殍 zvicioides

53　！1∫’卿 編 adsurgeves

54　 Meli！otus 　suaveolens

55　 毎 θ♂潔o勣 ∫ αlba

十

十

0．220
．090
．300
．720
．05

891587
「
0
「
099

38L

だ
り

刀
Q

22

　

21

1　 　 241
　 　 291

　 　 2
−

　　 261
　 　 17

Notes　concerning 　abbreviation 　are 　the　same 　as 　TABLE　II． not 　detected，
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とさ れ る シナ ガ ワ ハ ギ （No ．54）お よ び シ ロ バ ナ シ ナ ガ ワ

ハ ギ （コ ゴ メ ハ ギ ， No．55）の 根 に astragaloside 類 は 認

め ら れ ず，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドIIを 含有す る点 で 紅 耆 と類

似 し て い た が
，

シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結 晶が 認 め られ な い

な どの 点で 紅耆 とは 異な っ て い た．

　 GABA はす べ て の 試料 に 認 め られ，そ の 含量 は 黄蓍 お

よび 紅 耆 と比 較 して も差 は 認 め ら れ な か っ た，本 州 産 イ ワ

オ ウ ギ の GABA 含 量 は低 い （0．OIO〜0．013％） と報 告 さ

れ て い る
5 ω が，今 回 分 析 し た北 海 道産 イ ワ オ ウ ギ 2 試 料

で は   ，059お よ び 0，078％ の 値 が得 ら れ た ．

　 6．分 枝 お よ び 太 さ に つ い て の 一考察

　 韓国産 お よび 北朝鮮産黄耆 は
‘‘
小黄耆

”
と称 さ れ る ほ ど

細 く著 しく分枝 した もの で あ り，一
部 の 北海道産黄耆 と類

似 して い る．しか し，中国産黄耆 は そ の 主 根 （直根 部） を

製 品 と して お り，あ ま り側 根 を付 け て い た り，分 枝 して は

い な い ．従 っ て ，第 九 改正 目本薬 局方 （1976）ま で は そ の

性 状 の 項 に 「分 枝 す る こ とな く」 と記 載 され，こ の 結 果 と

して 基 原 植 物 の 異 な る 紅 耆が 輸 入 され る傾 向 が 現 わ れ た
1°〕．

中国国内で は黄耆の 等級は 太 さ と長 さ で 決め られ
’り，直径

5cm ，長 さ Lsm もあ る もの が 良 品 と さ れ て い る が ，こ

れ らは ほ とん ど 日 本へ は 輸出 さ れ て は い ない ．

　黄耆 の 品質 を GABA ，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド1〜V お よ び

astragalQside 　I〜IV の 含量だ け で 評価す る に は 不 十 分 で

ある が ，今回の 分析結果 か ら判断す る と，必 ず しも直根性

で 太 い 必 要 は な い と考 えられ る．高橋 ら も根径別 試料 の

GABA 含 量，ブ タ ノ
ー

ル エ キ ス 含 量 な ど か ら，太 い 黄耆

ほ ど良い と い う選 品 基 準 に 疑 問 を投 げ か け て い る
12）．

　 こ の 点 に 関 して は ， 今 後 ， 薬理 学 的 な面 か ら も検 討 が 必

要 と思 わ れ る．

結 論

　 1）　 キ バ ナ オ ウ ギを基原 とす る国産黄耆 に は ，今回分析

し た イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド1，II，　 III，　 IV，　 V お よ び astrag ・

aloside 　I，　 II，　 III，　 IV の 9 成分す べ て が 含有 さ れ，そ の

含量差 は 比 較的小 さか っ た．CANA ／Arg は 1．5 以 上 の 値

を示 した ．

　2） 外国産 黄耆の 中に は 上 記 9 成分すべ て を含有す る も

の ，一
部 しか 含有 し な い もの な ど，品質 に か な りの ば らつ

きが 認 め られ，基原 植物 が 多種 類 に わ た る こ と が 推定 さ れ

た．CANA ／Arg は 0．63−−9．45 で あ っ た．

　3） 紅 耆 （晋耆，束耆）に は シ ュ ウ酸 カ ル シ ウム の 結 晶

の 他，イ ソ フ ラ ボ ノ イ ド II，　 V が 認 め られ た が，イ ソ フ

ラ ボ ノ イ ド 1，III，　 IV お よび astragaloside 類 は認 め られ

ず，CANA ／Arg は 0．1 以 Fで あ っ た．しか し，こ れ らの

Hedysarum ρo 砂ろo 麹 ∫ を基原 とす る
一

般的な紅耆 と成分

的に 全 く異 な る 束耆も輸 入 さ れ て い た．

　4） 並L圧 降下作用 の あ る GABA は すべ て の 試料 に 含有

さ れ，黄耆，紅 耆お よ び 黄耆代用 品 の 問 に 含 量差 は 認 め ら

れ な か っ た．

　5） 根径別 試料 で は，太 くな る に従 い イソ フ ラ ボ ノ イ ド

1〜IV お よ び astragal 〔｝side 　I〜IV 含量 は 減 少 し， 輸 入 品

の 中に も ag．　tragalog．　ide含量 の 低 い 太 い 黄耆 が 認め られ た．
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